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《 令和７年 第４回定例会の議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

令和６年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

令和６年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

令和６年度鳴門市下水道事業会計決算の認定について

令和６年度鳴門市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和６年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和６年度鳴門市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和７年度鳴門市一般会計補正予算（第５号）

令和７年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について

鳴門市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

鳴門市火災予防条例の一部改正について

鳴門市立幼稚園に従事する教育職員の給与等に関する特別措置条例の一部改正

について

工事請負契約の締結について（（仮称）大麻町総合防災センター整備事業）

鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

鳴門市印鑑条例及び鳴門市手数料徴収条例の一部改正について

鳴門市附属機関設置条例等の一部改正について

財産の取得について

鳴門市下水道条例の一部改正について

鳴門市水道事業給水条例の一部改正について

徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙について

監査委員の選任について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

選　　挙

同　　意

認　　定

予算決算

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第85号

議案第86号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第83号

議案第87号

議案第88号

議案第79号

議案第80号

議案第84号

議案第81号

議案第82号

選　第２号

同意第３号

生活福祉

産業建設

総務文教

人 事 案 件

●徳島県後期高齢者医療広域連合議員 泉　　理彦
いずみ みちひこ

氏（鳴門町）

●監 査 委 員 林　健太郎
はやし けん たろう

氏（徳島市）

〔選　第２号〕

〔同意第３号〕
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●
議
案
第
77
号

鳴
門
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

大
規
模
林
野
火
災
の
発
生
を
背
景
と
し
て
、
国
の
検
討
会
に
お
い
て
、
林
野
火
災

注
意
報
や
林
野
火
災
警
報
の
的
確
な
発
令
な
ど
に
よ
り
、
林
野
火
災
予
防
の
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
長
が
林
野
火
災
に
関

す
る
注
意
報
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
林
野
火
災
の
発
生
件
数
の
推
移
と
傾

向
は
。

【
答
弁
】
林
野
火
災
の
発
生
件
数
は
減
少
し
て

き
て
い
る
が
、
火
災
が
長
期
化
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
警
報
な
ど

を
早
期
に
発
令
し
、
林
野
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
徹
底
し
た
い
。

 

【
質
疑
】
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等
を
発

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
等
の
届

出
」
に
つ
い
て
、
農
家
な
ど
の
野
焼

き
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
。

【
答
弁
】
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
野
焼
き
は
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
農
林

漁
業
を
営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
や
、
軽
微
な
も
の
な
ど
に
つ
い

て
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
警
報
な
ど
の
発
令
時
に
適

切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
届
出
の
対
象
と
し
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

●
議
案
第
80
号

鳴
門
市
附
属
機
関
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
所
職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通

報
が
義
務
化
さ
れ
、
所
管
行
政
庁
が
虐
待
の
事
実
確
認
や
児
童
の
安
全
確
保
措
置

を
行
っ
た
時
は
児
童
福
祉
審
議
会
な
ど
が
報
告
を
受
け
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
改
正
に
伴
う
具
体
的
な
変
更
点
は
。

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
も
児
童
養
護
施
設
や
高
齢

者
施
設
に
は
、
施
設
内
に
お
い
て
虐

待
が
発
生
し
た
場
合
の
通
報
義
務
が

あ
っ
た
。
こ
れ
が
拡
大
さ
れ
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
施
設
で
虐
待
な
ど
を

発
見
し
た
者
に
、
市
の
所
管
部
署
に

通
報
す
る
義
務
が
課
さ
れ
る
。

【
質
疑
】
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
施
設
や
所
管
に
お
い
て
、
今
回
の
改
正
に

よ
る
実
務
的
な
影
響
は
。

【
答
弁
】
対
象
施
設
な
ど
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
も
苦
情
や
要
望
な
ど
は
市
へ
報
告

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
虐
待
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
に

通
報
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
、
市
が
通
報
窓
口

を
明
示
し
て
対
応
す
る
と
法
律
上
定
め
ら
れ
た
。

委員会審査
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●
議
案
第
81
号

鳴
門
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
他
市

町
村
な
ど
の
指
定
を
受
け
て
い
る
指
定
工
事
店
が
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
数
は
。

【
答
弁
】
登
録
が
あ
る
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
は
令
和
７
年
10
月
時
点
で
76
の

事
業
者
で
あ
り
、
内
訳
と
し
て
は
、
市

内
事
業
者
が
29
者
、
市
外
事
業
者
が
47

者
で
あ
る
。

 

【
質
疑
】
災
害
発
生
時
に
は
市
に
登
録
さ
れ
て
い

る
事
業
者
が
協
力
し
工
事
を
行
う
の
か
。

【
答
弁
】
市
に
登
録
し
て
い
る
指
定
工
事
店
が
、
災
害
発
生
時
に
工
事
の
対
応
が

で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
他
の
市
町
村
な
ど
で
指
定

を
受
け
て
い
る
事
業
者
で
も
本
市
の
工
事
が
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

 

【
質
疑
】
他
市
町
村
か
ら
の
支
援
要
請
時
に
つ
い
て
は
。

【
答
弁
】
大
規
模
災
害
が
起
き
た
際
は
国
・
徳
島
県
な
ど
を
通
じ
支
援
要
請
が
あ

る
が
、
要
請
を
受
入
可
能
で
あ
る
事
業
者
に
支
援
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
。

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

委員会審査

●
議
案
第
85
号

令
和
７
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

物
価
高
騰
対
策
事
業
や
公
民
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
増
額

に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
５
６
０
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３
億
８
２
９
７
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
物
価
高
騰
対
策
指
定
ご
み
袋
無
償
配
布
事
業
に
つ
い
て
、
配
布
サ
イ
ズ

を
中
に
す
る
理
由
は
。

【
答
弁
】
国
の
目
標
値
で
あ
る
１
人
１
日
あ
た
り
の
家
庭
系
ご
み
排
出
量
を
１
日

５
０
０
グ
ラ
ム
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
達
成
で
き
れ
ば
、
中
サ
イ
ズ
の

ご
み
袋
20
枚
で
お
よ
そ
１
年
分
と
な
る
。
ま
た
、
配
布
の
種
類
に
つ
い

て
は
、
販
売
店
の
負
担
を
考
慮
し
、
限
定
す
る
形
で
検
討
し
て
い
る
。

【
要
望
】
一
度
だ
け
の
無
料
配
布
で
は
な
く
、
指
定
ご
み
袋
の
価
格
を
下
げ
る
方

向
性
を
今
後
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

【
質
疑
】
公
民
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
つ
い
て
、
委
託
業
者
の
選
定
方
法
は
。

【
答
弁
】
工
事
の
発
注
は
、
基
本
的
に
は
一
括
し
て
入
札
に
よ
り
業
者
を
選
定
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
受
注
機
会
な
ど
を
考
慮
し
て
分
割
発
注
も
検
討
す

る
。
ま
た
、
入
札
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
指
名
審
査
委
員
会
な

ど
に
諮
り
適
正
に
処
理
す
る
。

【
要
望
】
複
数
箇
所
の
工
事
を
一
括
入
札
に
す
る
と
、
市
内
業
者
が
参
加
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。
入
札
を
細
分
化
し
、
市
内
業
者
の
育
成
も
含
め
て
検

討
し
て
ほ
し
い
。
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ13「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

❷圃山　俊作（会派　潮）

問
子
育
て
支
援
策
の
継
続
実
施
の
た
め

の
財
源
は
。
ま
た
、
交
流
・
関
係
人
口
拡

大
に
向
け
て
、
二
地
域
居
住
へ
の
対
応
、

鳴
門
駅
前
観
光
案
内
所
の
あ
り
方
、
旧
鳴

門
東
小
・
幼
稚
園
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
な
る
と
ま
る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業
は
、
今
後
も
継
続
・
拡
充
を

図
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
基
金
を
造
成

し
、
子
育
て
、
教
育
、
学
習
環
境
へ
の
未

来
投
資
、
物
価
高
騰
対
策
、
事
業
者
支

援
、
有
事
へ
の
備
え
と
し
て
活
用
す
る
。

　

二
地
域
居
住
に
つ
い
て
は
、
国
が
検
討

し
て
い
る
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
導

入
を
検
討
す
る
。

　

鳴
門
駅
前
観
光
案
内
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
リ
モ
ー
ト
接
客
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
お
り
、
今
後
も
、
さ
ら
に
観
光
案
内
の

質
の
向
上
、
鳴
門
駅
周
辺
の
活
性
化
や
観

光
客
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
手
法
を

検
討
す
る
。

　

旧
鳴
門
東
小
学
校
・
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
民
間
提
案
制
度
に
よ
り
利
用
方
法
を

決
定
す
る
。

問
鳴
門
駅
周
辺
整
備
事
業
の
方
針
、

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
跡
の
方
向
性
、

撫
養
駅
周
辺
の
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
。

答
鳴
門
駅
周
辺
整
備
事
業
つ
い
て
は
、
デ

ザ
イ
ン
会
議
に
お
け
る
議
論
な
ど
を
踏

ま
え
、
鳴
門
駅
を
動
か
し
、
斎
田
鳴
門
駅

線
を
国
道
に
つ
な
ぎ
、
カ
フ
ェ
、
本
、
学

び
を
集
め
た
空
間
を
創
出
す
る
と
の
公
約

を
市
長
選
時
に
掲
げ
た
。
同
会
議
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
関
係
者
と
の
意
見
交
換

や
調
整
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
キ
ョ
ー

エ
イ
跡
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
に
よ
る

支
援
で
除
却
を
行
い
、
当
該
土
地
を
市
に

寄
附
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
土
地
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。
撫
養
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
区
制
の
廃
止

を
見
据

え
、
関

係
機
関

と
連
携

し
、
駅

の
あ
り

方
に
つ

い
て
検

討
す
る
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ ５期目の方針について
⑵ ＪＲ板東駅について

❶長濱　賢一（会派　創心クラブ）
1．市長の政治姿勢について
⑴ まちづくりについて
⑵ 人口減少対策について
⑶ 物価高騰対策について

❺前田ナツ子（会派　公明党）
1．福祉行政について
⑴ 児童虐待について
2．災害対策について
⑴ 感震ブレーカーについて
⑵ トイレトラックの導入について

❹宅川　靖次（会派　令和なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 道路整備について
⑵ 観光施策について
⑶ ５期目の方針について

❸潮崎　憲司（会派　ナルト地方創生会）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 鳴門駅周辺整備事業について
⑵ 防災行政について

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

ま
ち
づ
く
り

代
表
質
問

土地活用が検討されている
キョーエイ鳴門駅前店跡

会派
創心クラブ

長濱  賢一
ながはま けんいち

動画はこちら

※動画視聴には通信料がかかります。
　Wi-Fi環境での視聴をお勧めします。

　一般質問の記事に、二次元
コードを掲載しています。
二次元コードをスマートフォ
ンなどで読み取ると、各議
員の一般質問の動画がご覧
いただけます。



66

代
表
質
問
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問
鳴
門
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
。

答
本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
に
か
け
て
バ
ス
停
や
休
憩
所
と
併
設

し
た
足
湯
の
設
置
、
跨
線
橋
撤
去
に
よ
る

東
西
動
線
の
確
保
、
公
衆
ト
イ
レ
整
備

な
ど
を
進
め
、
駅
周
辺
の
利
便
性
向
上
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
当
時
は
財
政
状

況
や
他
の
大
規
模

事
業
と
の
関
係
か

ら
鳴
門
駅
移
転
は

現
実
的
な
選
択
肢

と
は
認
識
さ
れ
て

お
ら
ず
、
検
討
に

は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
。

問
デ
ザ
イ
ン
会
議
で
の
鳴
門
駅
移
転
場
所

の
３
案
に
つ
い
て
。

答
令
和
５
年
３
月
策
定
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
重
点
ま
ち
づ
く

り
区
域
で
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
具
体

施
策
を
検
討
す
る
場
と
し
て
令
和
７
年
３

月
に
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
設
置

し
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
開
催
し
て
い
る
。

第
３
回
会
議
で
は
、
鳴
門
駅
を
含
む
ま
ち

の
コ
ア
の
位
置
に
つ
い
て
３
案
を
示
し
、

都
市
構
造
や
都
市
軸
の
観
点
か
ら
議
論
が

行
わ
れ
た
。
鳴
門
駅
移
転
を
公
約
に
掲
げ

た
の
は
、
こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
た
将

来
像
へ
の
意
思
表
明
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン

会
議
の
検
討
内
容
や
結
論
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
く
、
尊
重
し
て
い
く
。

要
望
鳴
門
駅
移
転
は
市
民
生
活
に
直
結
す

る
問
題
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
議
論

を
尊
重
し
な
が
ら
市
民
と
の
対
話
を
重

ね
、
根
拠
に
基
づ
き
、
慎
重
な
判
断
を
要

望
し
て
お
く
。

問
鳴
門
駅
移
転
と
若
者
の
滞
在
促
進
と
の

因
果
関
係
や
根
拠
に
つ
い
て
。

答
鳴
門
駅
移
転
に
よ
る
人
流
増
加
と
都
市

機
能
の
充
実
に
よ
り
、
世
代
を
問
わ
ず
、

ま
ち
な
か
で
の
滞
在
促
進
が
図
ら
れ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
議
論
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
く
。

要
望
鳴
門
駅
周
辺
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

学
生
が
利
用
す
る
撫
養
駅
と
の
一
体
的
検

討
を
要
望
す
る
。

ま
ち
を
動
か
す
力

鳴
門
市
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
会
議
の
位
置
付
け

駅
移
転
に
よ
る

　
　
　
　

若
者
の
滞
在
促
進

問
市
長
と
し
て
５
期
目
の
４
年
間
に
向
か

う
決
意
と
、
何
を
重
視
し
ど
の
よ
う
な
施

策
・
事
業
を
重
点
的
に
推
し
進
め
る
の

か
。

答
重
点
的
に
推
し
進
め
る
事
業
と
し
て
は
、

ま
ず
、
物
価
高
騰
対
策
を
最
優
先
に
取
り

組
む
。
さ
ら
に
、（
仮
称
）
生
活
支
援
未
来

応
援
基
金
の
創
設
、
子
育
て
支
援
や
学
力

向
上
施
策
な
ど
の
継
続
・
深
化
、
市
民
体

育
館
お
よ
び
室
内
温
水
プ
ー
ル
の
整
備
な

ど
を
進
め
る
。

　

ま
ち
な
か
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム

構
想
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、
任
期
内
に
や
り
切
る
も
の
、
方

向
性
を
決
定
す
る
も
の
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
て
進
め
る
。

問
私
の
地
元
の
交
通
基
盤
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
板

東
駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
駅
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
様
の
理
解
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
声
を

丁
寧
に
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
他
市
に

お
け
る
駅
舎
整
備
の
事
例
研
究
を
進
め
、

将
来
に
わ
た
り
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
の

誇
り
と
な
る
板
東
駅
を
目
指
し
Ｊ
Ｒ
四
国

と
調
整
を
進
め
て
い
く
。

要
望
大
麻
町
に
と
っ
て
、
住
民
の
生
活
と

観
光
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
伝

統
と
格
式
あ
る
大
切
な
Ｊ
Ｒ
板
東
駅
を
、

ぜ
ひ
、
す
ば
ら
し
い
駅
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
て
ほ
し
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢

Ｊ
Ｒ
板
東
駅
の
あ
り
方

会派
潮

圃山  俊作
動画はこちら

会派
ナルト地方創生会

しゅんさく

潮崎  憲司
しおざき けん じ 

動画はこちら

はたけやま

ＪＲ鳴門駅周辺

ＪＲ板東駅の駅舎
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問
近
年
、
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
児

童
虐
待
に
つ
い
て
、
相
談
対
応
件
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
、

児
童
虐
待
の
現
状
と
対
応
や
対
策
に
つ
い

て
。

答
本
市
で
受
け
付
け
た
虐
待
通
告
件
数

は
、
令
和
５
年
度
18
件
、
令
和
６
年
度
20

件
、
令
和
７
年
度
11
月
末
現
在
12
件
で
あ

る
。
通
告
後
、
48
時
間
以
内
に
子
ど
も
の

安
全
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
児
童

相
談
所
や
警
察
と
連
携
・
協
力
し
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
も
含

め
た
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
る
。

問
大
規
模
地
震
の
火
災
対
策
と
し
て
、
揺

れ
を
感
知
し
自
動
で
電
気
を
遮
断
す
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
有
効
な
対
策
で

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
設
置
費
用
の
助
成

制
度
導
入
の
考
え
は
。

答
平
成
30
年
度
よ
り
耐
震
工
事
と
併
せ
て

行
う
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に
要
す
る
費

用
の
一
部
に
つ
い
て
、
10
万
円
を
限
度
額

と
し
て
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
で

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
場
合
の
補

助
制
度
も
検
討
中
で
あ
る
。

問
災
害
時
の
避
難
所
の
ト
イ
レ
環
境
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
。
本
市
は
早
々
に
ト
イ

レ
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
決
定
し
た
が
、
そ

の
詳
細
は
。

答
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
問
題

の
一
助
と
し
て
、
水
洗
ト
イ
レ
を
搭
載
し

た
ト
ラ
ッ
ク
を
３
月
に
導
入
す
る
予
定

で
あ
る
。
洋
式
ト
イ
レ
４
室
と
多
機
能
ト

イ
レ
１
室
の
計
５
室
を
備
え
て
い
る
。
災

害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
し
、
全
国
各
地
の
被
災
地

の
応
援
に
駆

け
つ
け
る
。

ま
た
、
平
時

に
は
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の

活
用
を
検
討

し
て
い
る
。

児
童
虐
待
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　

対
応
・
対
策

大
震
災
時
に
お
け
る

　
　
　
　

通
電
火
災
の
対
策

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入

問
道
路
補
修
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に

決
定
し
て
い
る
の
か
。

答
老
朽
化
に
よ
り
更
新
時
期
を
迎
え
る
道

路
な
ど
を
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
適
正
か

つ
効
率
的
に
維
持
管
理
し
、
道
路
の
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
４

年
度
よ
り
ト
リ
プ
ル
Ｒ
事
業
と
し
て
、
計

画
的
な
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
安
全
安
心
な
市
道

の
維
持
補
修
の
推
進
に
向
け
て
主
要
道
路

や
防
災
上
重
要
な
路
線
を
中
心
に
取
り
組

み
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
計
画
的
で
効
率
的
な
舗
装
・
補

修
を
進
め
て
い
く
。

問
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

答
本
市
独
自
の
体
験
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、

ツ
ア
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
、
動
画
や
写

真
を
活
用
し
た
国
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
観

光
価
値
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。
今
後

も
鳴
門
の
渦
潮
や
札
所
と
い
っ
た
広
く
認

知
さ
れ
た
観
光
資
源
を
核
に
、
地
域
に
眠

る
文
化
・
歴
史
・
食
と
い
っ
た
固
有
の
魅

力
を
広
く
深
く
発
信
し
、
周
遊
や
滞
在
が

充
実
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
観

光
価
値
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

問
デ
マ
ン
ド
交
通
や
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
導
入
な
ど
、
公
共
交
通
の
再
設
計
に
つ

い
て
。

答
徳
島
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
や
市

独
自
の
移
動
支
援
な
ど
を
含
め
、
現
状
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
利

用
者
の
実
態
把
握
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
実
証
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
効
果
検
証
と
改
善
を
重
ね
、
今
後
の
４

年
間
に
お
い

て
、
よ
り
効

果
的
か
つ
効

率
的
な
公
共

交
通
の
再
設

計
を
図
っ
て

い
く
。

市
道
の
維
持
管
理

観
光
価
値
の
創
出

代
表
質
問

公
共
交
通
の
再
設
計

会派
令和なると

宅川  靖次
たくかわ やす じ 

動画はこちら

会派
公明党

前田ナツ子
まえ だ な　つ　こ

動画はこちら

トイレトラックのイメージ図

市内循環バス
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個
人
質
問

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
に
よ
る

不
適
切
な
言
動
な
ど
に
よ
っ
て
児
童
が
通

え
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
運
営
指
針
に

あ
る
第
三
者
委
員
の
設
置
な
ど
、
な
す
べ

き
対
応
を
十
分
に
し
て
い
な
い
の
は
無
責

任
。
さ
ら
に
運
営
指
針
に
は
「
設
置
す
る

こ
と
」
と
あ
る
の
に
、
な
ぜ
教
育
委
員
会

や
県
に
報
告
も
せ
ず
、
担
当
課
だ
け
で
矮

小
化
す
る
の
か
。
早
急
に
指
針
に
従
い
、

組
織
全
体
で
誠
実
に
対
応
し
、
事
実
を
公

表
す
べ
き
で
は
。

答
第
三
者
委
員
は
必
置
で
は
な
く
、
既
存

の
運
営
委
員
会
で
対
応
し
て
お
り
、
現
在

当
事
者
と
個
別
に
話
合
い
中
の
た
め
、
広

く
周
知
す
る
段
階
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
県
へ
の
報
告
も
調
査
中
の
た
め
現

時
点
で
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
指
針
の
内
容
は
理
解
し
て
い
る

が
、
運
用
は
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
判
断

し
て
お
り
、
ま
ず
は
当
事
者
間
で
の
解
決

を
最
優
先
に
進
め
て
い
く
。

問
地
元
自
治
振
興
会
は
、
陸
上
風
力
発
電

設
置
の
反
対
を
決
議
し
て
い
る
が
、
今
後
、

事
業
者
か
ら
同
意
目
的
に
寄
附
な
ど
で

地
元
へ
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
市
は
明
確
に
反
対
の
意
思
を
示

し
、
撤
退
を
求
め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
事

業
者
に
対
し
、
同
意
を
期
待
し
た
地
元
へ

の
働
き
か
け
を
や
め
る
よ
う
、
市
と
し
て

厳
し
く
釘
を
刺
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
中
で
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
不
適
当
だ
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
旨
を
事
業
者
や
国
・
県
に
も

伝
え
て
い
く
。
市
へ
の
事
業
推
進
目
的
の

寄
附
は
、
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
が
、
地

元
へ
の
寄
附

の
申
し
出
に

対
し
て
は
地

元
が
判
断
す

る
べ
き
も
の
。

今
後
、
で
き

る
限
り
事
業

者
に
直
接
会

い
、
市
の
考

え
を
丁
寧
に

説
明
し
て
い

く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

北
灘
町
の
陸
上
風
力
発
電

個　人　質　問
1．放課後児童クラブについて
⑴ 要望・苦情対応について
⑵ 情報共有について
2．子育て支援について
⑴ 学校給食の無償化について
3．環境政策について
⑴ 陸上風力発電について

❶上田　公司

【代表質問】…会派を代表して質問する

【個人質問】…議員個人の立場で質問する

【持ち時間】…会派代表質問は40分以内、個人質問は30分以内

【発言回数】…３回まで
（１回の発言で質問項目をまとめて質問します。）

❷東　　正昇
1．物価高騰対策について
⑴ 地域振興券について

❸小西　　努
1．広報施策について
⑴ 市公式ウェブサイトについて
⑵ にゃるひげについて
⑶ 鳴門市ＫｏＨｏさんについて
2．大鳴門橋自転車道の開通につ
いて
⑴ 開通イベントについて
⑵ 開通後のサイクリングルートに
ついて

3．働き方改革について
⑴ 保育所、認定こども園について
⑵ 介護施設について
⑶ 市職員の働く環境について

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ13「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

　　　

上田  公司
うえ だ こう じ 

動画はこちら

〔一般質問のルール〕
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個
人
質
問

問
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
に
お
け
る
地
域

振
興
券
の
み
を
バ
ラ
マ
キ
と
断
じ
な
が

ら
、
な
ぜ
市
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
修

学
旅
行
無
償
化
政
策
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
政
策
に
は
同
じ
基
準
を
適
用
し
な
か
っ

た
の
か
。
財
源
試
算
、
効
果
検
証
、
実
効

性
、
持
続
性
と
い
う
行
政
運
営
上
不
可
欠

な
視
点
を
踏
ま
え
、
矛
盾
な
く
説
明
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
選
挙
戦
お
よ
び
当
選
挨

拶
に
お
け
る
発
言
が
市
民
の
信
頼
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
与
え
た
と
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答
地
域
振
興
券
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
住
民
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
施
策
で
あ
り
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
も
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

意
義
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
先
の
選
挙
戦
に
お
い
て
、
新
人
候

補
が
公
約
に
掲
げ
て
い
た
地
域
振
興
券
の

配
布
に
つ
い
て
は
支
援
対
象
者
が
限
定
さ

れ
ず
、
一
律
に
５
万
円
を
配
布
す
る
内
容

で
あ
り
、
財
源
に
つ
い
て
も
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
事
業
の
収
益
で
賄
う
と
の
説
明
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
該
施
策
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
予
算
規
模
や
財
源

の
持
続
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起

を
し
た
も
の
で
あ
る
。

意
見
市
長
は
、
政
策
を
語
る
際
、
常
に
公

平
性
と
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
。

　

地
域
振
興
券
施
策
だ
け
を
バ
ラ
マ
キ
と

切
り
捨
て
、
自
身
の
施
策
に
つ
い
て
は
一

切
同
じ
基
準
を
適
用
し
な
い
。
こ
う
し
た

姿
勢
が
市
民
の
信
頼
を
損
ね
た
こ
と
は
選

挙
後
の
市
民
の
声
を
聴
け
ば
明
ら
か
で
あ

る
。

　

今
回
の
選
挙
で
生
ま
れ
た
市
民
の
不
信

を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
市
政
の
品
格

を
取
り
戻
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

物
価
高
騰
対
策

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ13「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

問
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
分

か
り
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。
令
和
８
年

３
月
の
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
て
、
市
政
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
苦
手
な
方
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、

に
ゃ
る
ひ
げ
や
鳴
門
市
Ｋ
ｏ
Ｈ
ｏ
さ
ん
を
広

報
戦
略
に
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

答
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
施
設
マ
ッ

プ
や
外
国
人
居
住
者
向
け
の
や
さ
し
い
日

本
語
ペ
ー
ジ
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
Ｆ
Ａ
Ｑ
機
能
も
追

加
す
る
予
定
。
に
ゃ
る
ひ
げ
は
市
制
80
周

年
記
念
事
業
で
積
極
的
に
活
用
す
る
。
鳴

門
市
Ｋ
ｏ
Ｈ
ｏ
さ
ん
の
動
画
を
新
た
な
媒

体
で
も
展
開
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問
自
転
車
道
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

提
案
し
て
い
る
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
誘
致
の

進　

状
況
は
。
ま
た
、
自
転
車
道
通
過
後

の
市
内
回
遊
ル
ー
ト
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
誘
致
実
績
の
あ
る
自
治
体
な
ど
に
聞
き

取
り
を
行
い
、
情
報
収
集
を
進
め
る
と

と
も
に
、
警
備
費
な
ど
の
費
用
面
の
整

理
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
県
や
周
辺
自

治
体
と
連
携
し
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
誘

致
に
向
け
取
り

組
む
。

　

市
内
回
遊
ル
ー

ト
は
既
存
ル
ー
ト

に
加
え
、
魅
力
あ

る
ル
ー
ト
づ
く
り

や
環
境
整
備
に
努

め
る
。

問
保
育
施
設
支
援
の
考
え
方
、
介
護
人
材

不
足
へ
の
対
応
、
市
職
員
へ
の
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

答
保
育
施
設
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

支
援
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の

要
望
な
ど
に
対
応
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
る
。
介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
効
果
的
な
支
援

を
実
施
し
た
い
。
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い

て
は
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
や
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

広
報
施
策
の
刷
新
と

　
　
　
　
　
　

情
報
発
信
力

大
鳴
門
橋
自
転
車
道
開
通
と

観
光
・
回
遊
施
策

保
育
・
介
護
や

　
　
　

市
職
員
環
境
の
整
備

（潮）

東 　正昇
あずま まさのり

動画はこちら

（潮）

小西 　努
こ  にし つとむ

動画はこちら

令和９年度の自転車道開通を
目指し整備中の大鳴門橋
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①鳴門町高島
②３回
③なると未来

④現場に足を運び、市民の皆様の声に耳を傾け、
市政に届けます。

こう

高麗　裕之
らい ひろゆき

①撫養町小桑島
②１回
③なると未来（国民民主党）

④未来の鳴門へ責任を持ち、鳴門の声を反映した
より良い仕組みづくりに取り組みます。

①瀬戸町堂浦
②３回
③鳴光会（めいこうかい）

④初心を忘れず、市民の皆様と共に歩み、考え、
行動し、鳴門市発展に向けて頑張ります。

①里浦町粟津
②６回
③新･令和なると

④市民一人ひとりの声に耳を傾け、初心にかえり、
信念と誠実さで、一生懸命議員活動に努めます。

議会議員紹介

くろ

黒島　宏美
しま ひろ み

しおざき

潮崎　憲司
けん じ

たく

宅川　靖次
かわ やす じ

おか

岡　香名芽
か な め

かさ

笠原　将吾
はら しょうご

①住所　　②当選回数　　③所属会派
④市民の方へのメッセージ

※50音順
※Ｒ8.2.28現在

①撫養町小桑島
②１回
③創心（そうしん）クラブ

④学び、働き、子育てまで安心できる鳴門を誠実
に進めます。よろしくお願いいたします。

①撫養町木津
②１回
③無所属（参政党）

④政治とは次世代に贈る愛。初心を忘れず皆様の
笑顔と鳴門の美しい自然を守ります。

あずま

東　　正昇
まさのり

①大津町大代
②６回
③潮（うずしお）

④心を大切に、「希望に満ちた元気な鳴門市づく
り」に誠実な行動力と実行力で取り組みます。

かじ

梶　　達矢
たつ や

①大麻町市場
②２回
③なると未来

④皆様と対話を重ね、心に寄り添いながら一歩ず
つ豊かなまちづくりを目指します。

うえ

上田　公司
だ こう じ

①撫養町立岩
②５回
③無所属（共産党）

④初心を忘れず、市民の思いや願いに耳を傾け、
暮らしやすい鳴門市の実現に力を尽くします。

あきおか

秋岡　大喜
ひろ き

（48）

（40）

（52）

（79）

（43）

（51）

（77）

（53）

（63）

（49）

①撫養町黒崎
②１回
③創心（そうしん）クラブ

④観光と文化、経済活性化、防災士として安全安
心な笑顔溢れるまちづくりを目指します。
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①撫養町斎田
②３回
③創心（そうしん）クラブ

④市民の代弁者として、人口減少・少子化対策、
まちなか再生、まちづくりに取り組みます。

①大麻町板東
②１回
③なると未来

④「夢・希望を言葉に！　言葉をカタチに！」
鳴門市議会議員としての責務を果たします。

もり

森江　大蔵
え だいぞう

（52）

や

八木　知子
ぎ とも こ

やま

山根　　巌
ね いわお

第 21期 鳴 門 市

なが

長濱　賢一
はま けんいち

のう

納田　盛資
だ せい じ

【定数】20名
【任期】令和７年12月18日～令和11年12月17日

①大津町矢倉
②１回
③新･令和なると

④闘う法律家としての経験を活かし、鳴門の未来
に全力で取り組んで参りたいと存じます。

ふじ

藤田　茂男
た しげ お

①里浦町里浦
②10回
③潮（うずしお）

④愛する郷土のために！会派潮の同志とともに鳴門
市発展、市民福祉向上に全力で取り組みます。

①里浦町里浦
②１回
③なると未来

④市民の声を聴き、未来へつなぐ、安心安全で市
民が主役の鳴門づくりに取り組みます。

①瀬戸町明神
②５回
③なると未来

④私のライフワークとして、子育て支援や教育問
題に取り組んで参ります。

やま

山下　敬子
した よし こ

①北灘町粟田
②１回
③公明党

④“小さな声を聴く力”で、誰もが健康で安心して
暮らせる鳴門市を目指して参ります。

み

三津　良裕
つ よしひろ

①撫養町弁財天
②８回
③鳴光会（めいこうかい）

④鳴門で生まれて良かった、住んで良かった、そ
のような安全で安心のまちづくりに努めます。

や

八木　　亨
ぎ とおる

①大麻町川崎
②２回
③新･令和なると

④市政に新しい風と力を！　いつも市民派！
全力で皆様の声を市政へ！

まえ

前田ナツ子
だ な つ こ

①大麻町板東
②２回
③公明党

④どこまでも 一人の声を大切に寄り添い誠実に 粘
り強く市政に届けてまいります。

（56）

（66）

（66）

（71）

（71）

（59）

（75）

（82）

（65）
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■ 議 員 総 会 ■

議案番号 議　　　　　　案 議決結果

選　　挙

選　　挙

許　　可

同　　意

鳴門市議会議長の選挙について

鳴門市議会副議長の選挙について

議長の常任委員会委員の辞任について

監査委員の選任について

選　第３号

選　第４号

許可第１号

同意第４号

（正副議長選挙の結果と監査委員の選任については16ページに掲載しています）

■令和７年 第１回臨時会の議決結果■

　令和７年12月23日に第21期鳴門市議会議員の議員総会が開催さ
れ、市長からの挨拶、市幹部職員紹介、議員自己紹介、議会事務局
から初議会（第１回臨時会）についての説明などが行われました。

　令和７年12月25日に第１回臨時会が開催され、次の議案が提出されました。
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令和８年第１回定例会は16ページ掲載の日程で開催予定です。

本会議、各常任委員会は原則午前10時に開会します。ぜひ、傍聴にお越しください。

【受付】市役所本庁舎４階　議会事務局窓口（西側エレベーターをご利用ください）

※当日、受付にて氏名、住所をご記入ください。傍聴券をお渡しします。

議案番号 議　　　　　　案 議決結果

議案第１号

議案第２号

議案第３号

専決処分の承認について（令和７年度鳴門市一般会計補
正予算（第６号））

予算決算令和７年度鳴門市一般会計補正予算（第７号）

令和７年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

専決処分について（損害賠償の額の決定） 報　　告

原案可決

承　　認

生活福祉

■ 令和７年度政務活動費使途報告（４月～９月分）■

【政務活動費とは】
政務活動費は、議会の機能強化を目的として、議員の調査・研究活動などの議員活動に要する経費に充て
られる公金で、議員１人あたり月額２万５千円交付されます。

(単位：円)

議 員 名 調査研究費 研修費 計 うち政務活
動費充当額

東谷 伸治 28,072 12,300 40,372 40,372

■令和８年 第１回臨時会の議決結果■

令和８年１月26日～28日に第１回臨時会が開催され、次の議案が提出されました。

※東谷伸治氏の議員辞職（Ｒ7.9.2）
に伴う政務活動費の精算結果につ
いて報告します。

所管の
委員会

　本会議と委員会の模様は、インター
ネット中継と録画配信（過去４年間の
映像）でご覧いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ鳴門
でも生放送に加え、録画放送を行って
います。

①「鳴門市議会」を検索。
②鳴門市議会公式ウェブサイト内の
「会議録検索システム」からご覧
になりたい会議録を検索。

もっと議会を知りたい

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する
幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」
を設置しています。

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

【議会を動画配信で見よう】

【会議録をウェブサイトで見よう】 

《傍聴にお越しください》

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴
門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり
ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの
「鳴門市議会　ご意見箱」ペー
ジから「入力フォーム」に必要
事項をご入力の上、送信。
②鳴門市役所 本庁舎１階 総合案内付近に設置してい
るご意見箱に投函。

報告第１号
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　委員会とは、議案などを専門的・能率的に審査するため、本会議の予備的審査機関として条例などにより設置している
ものです。
　現在、鳴門市議会では４つの常任委員会を設置し、予算や条例の制定・改廃、住民などから提出された請願の審査、所
管分野の事務についての調査を行っています。
　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会の広報について協議する議会広報委員会を設置しているほか、
特に審査が必要とされる案件がある場合には、特別委員会を設置します。

■新しい委員会構成■

人事や財政、市
税、デジタル化、
総合計画、統計、
公共交通、防災、
消防、学校教育、
社会教育などに
関する事項を担
当しています。

委 員 長 梶　　達矢
副委員長 八木　知子
委　　員 秋岡　大喜
 笠原　将吾
 潮崎　憲司
 藤田　茂男
 八木　　亨

総務文教委員会
戸籍やスポーツ、
文化、環境、国民
健康保険、保健、
医療、介護、人権、
障がい者福祉、
子育て支援などに
関する事項を担当
しています。

委 員 長 前田ナツ子

副委員長 岡　香名芽

委　　員 東　　正昇

 上田　公司

 森江　大蔵

 山根　　巌

生活福祉委員会

都市計画や市営
住宅、市道、下
水道、浄化槽、
雇用対策、企業
誘致、観光、農
林水産、水道、
ボートレースな
どに関する事項
を担当していま
す。

委 員 長 宅川　靖次

副委員長 黒島　宏美

委　　員 納田　盛資

 三津　良裕

 山下　敬子

 長濱　賢一

産業建設委員会
市の予算・決算
と監査委員が行
う検査の結果に
関することを担
当しています。

委 員 長 三津　良裕
副委員長 森江　大蔵
委　　員 議長を除く

全ての議員

予算決算委員会

定例会・臨時会
の会期や日程、
質問者の順序の
調整など、議会
運営の全般につ
いて協議・意見
調整を図るため
の機関です。

委 員 長 山根　　巌
副委員長 納田　盛資
委　　員 梶　　達矢
 潮崎　憲司
 前田ナツ子
 岡　香名芽
 東　　正昇
 森江　大蔵

議会運営委員会
議会広報番組や
議 会 だ よ り な
ど、議会からの
情報発信に関す
る事項について
協議するための
機関です。

委 員 長 秋岡　大喜
副委員長 山下　敬子
委　　員 八木　知子
 東　　正昇
 上田　公司
 森江　大蔵
 黒島　宏美
 納田　盛資
 三津　良裕

議会広報委員会

分担することで、
より詳細で専門
的な審査・調査が
できるんだね。

(Ｒ8.2.28現在)

（議席順）
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公 明 党

■ 会 派 構 成 ■
市政に対して、同じ考えや意見を持っている議員の集まりを「会派」といいます。

【会派構成は変更する場合があります】

■  議場議席図  ■
議場の議席は、常任委員会の改選に伴い変更されます。

鳴
門
市
議
会
で
は
先
例
に
よ
り
、
議
長‥

20
番
、
副
議
長‥

19
番
、
議
会
運
営

委
員
長‥

18
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番
か
ら
、
総
務
文

教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
の
順
に
な
り
ま
す
。

 上田　公司
 笠原　将吾

無 所 属

潮(うずしお)

会　長 東　　正昇
幹事長 藤田　茂男

会　長 前田ナツ子
幹事長 山下　敬子

鳴光会(めいこうかい)

会　長 潮崎　憲司
会　員 三津　良裕

創心（そうしん）クラブ

会　長 山根　　巌
副会長 梶　　達矢
幹事長 納田　盛資
会　計 八木　知子
会　員 黒島　宏美
会　員 高麗　裕之

なると未来

傍 聴 席

理事者席
理事者席

事務局席 事務局長席

演壇

質問席

議長席

10 

東　

正
昇

11 

上
田
公
司

３ 

秋
岡
大
喜

２ 

八
木
知
子
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亨

６ 

藤
田
茂
男

８ 

前
田
ナ
ツ
子

５ 

潮
崎
憲
司

９ 
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４ 

笠
原
将
吾

20 

高
麗
裕
之

19 
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濱
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17 
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(Ｒ8.2.28現在)

(Ｒ8.2.28現在)

会　長 森江　大蔵
副会長 八木　　亨
 宅川　靖次

新・令和なると

幹事長
兼会計

会　長 岡　香名芽
 秋岡　大喜
幹事長 長濱　賢一

幹事長
兼会計
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※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：秋岡　大喜
副委員長：山下　敬子
委　　員：八木　知子・東　　正昇・上田　公司

森江　大蔵・黒島　宏美・納田　盛資
三津　良裕

後 記編 集
第21期鳴門市議会議員、市勢発展への想いを胸に４年
間の船出です。新人ながら議会広報委員長を拝命し、
民間で培った伝える力を活かして、各議員と共に議会
だよりや広報番組などで、わかりやすく議会の"今"を
お届けしていく所存です。

令和８年第１回定例会の日程（２月18日～３月17日）
日 月 火 水 木 金 土

開会／本会議
予算決算委員会

一般質問（代表）

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

一般質問（個人）
予算決算委員会

一般質問（個人）

生活福祉委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

本会議／閉会

22

３月１日

8

15

産業建設委員会 予算決算委員会総務文教委員会

令和８年 鳴門市議会新体制 !!
　令和７年12月25日に開催された第１回臨時会において、議長・副議長選挙
および議会選出監査委員の選任が行われ、次の３名が選出されました。
　また、新しい議長のもと委員会構成が変更されました。（各委員会の構成は
14ページをご覧ください）

副議長 議　長 監査委員

開かれた議会、議会の見える
化、議会力UPに取り組みます

市民との距離を縮める議会
づくりに誠心誠意努めます

市民の皆様の立場に立ち、
公平公正な監査に努めます

や　ぎ とおる

八木　　亨
こうらい ひろゆき

高麗　裕之
ながはま けんいち

長濱　賢一

予算決算委員会 予算決算委員会

16２月15日 17 18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

2 3 4 6 7

9 11 12 13 14

16 17 18 19 20 21

5

10

（委員長：秋岡大喜）


